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1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｉ
Ｓ
 

－
 

Ａ
Ｃ
Ｅ
 

－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
６
５
４
Ｚ

【
作
者
名
】

　
つ
き
の
わ
ぐ
ま

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
あ
る
国
の
Ｉ
Ｓ
研
究
所
の
実
験
機
の
事
故
か
ら
数
時
間
後
、
コ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
通
信
を
受
け
た
《
篠
ノ
之
 

束
》
と
二
人
の
協
力
者
。

　
彼
女
達
が
着
い
た
場
所
で
保
護
し
た
少
女
と
青
年
。

　
彼
女
達
を
待
ち
受
け
る
運
命
と
は
…
…
。
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Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
（
前
書
き
）

最
初
の
話
を
訂
正
し
ま
し
た
。

理
由
は
、
初
め
に
書
い
た
話
が
頭
の
中
で
繋
が
ら
な
か
っ
た
為
。
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Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１

「
は
ぁ
！
！
」

〔
は
ぁ
！
！
〕

「
無
駄
だ
！
！
」

 
 

最
後
の
闘
い
…
…
。

 
 

全
て
の
 

神
姫
 

と
そ
の
 

マ
ス
タ
ー
 

の
未
来
を
守
る
為
の
闘
い
。

「
―
―
さ
ん
、
あ
な
た
は
間
違
っ
て
ま
す
！
」

「
黙
れ
！
！
」

 
 

幾
度
か
の
攻
防
。

 
 

互
い
の
神
姫
の
武
装
は
半
壊
の
状
態
。

〔
私
達
神
姫
は
復
讐
の
道
具
じ
ゃ
な
い
！
！
〕
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「
造
ら
れ
た
存
在
が
何
を
言
う
！
！
」

 
 

二
体
の
神
姫
は
お
互
い
に
距
離
を
取
り
、
射
撃
武
器
を
構
え
る
。

「
神
姫
に
だ
っ
て
心
が
あ
り
ま
す
！
」

「
所
詮
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
！
！
」

〔
違
う
！
マ
ス
タ
ー
へ
の
こ
の
想
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
じ
ゃ
な
い
！
！
〕

「
黙
れ
！
黙
れ
！
！
」

 
 

ほ
ぼ
同
時
に
ト
リ
ガ
ー
を
引
く
。

「
貴
方
だ
っ
て
感
じ
て
い
る
は
ず
で
す
！
」

〔
そ
の
子
は
こ
ん
な
事
を
望
ん
で
い
な
い
っ
て
事
を
！
〕

「
ッ
！
？
」

 
 

互
い
の
射
撃
は
両
者
の
中
間
で
相
殺
さ
れ
、
そ
の
爆
風
に
よ
り
、
二
体
の

神
姫
の
距
離
が
更
に
開
く
。

〔
貴
方
の
マ
ス
タ
ー
に
教
え
て
あ
げ
て
！
貴
方
の
本
当
の
気
持
ち
を
！
！
〕
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〔
ワ
タ
シ
ノ
キ
モ
チ
？
リ
カ
イ
フ
ノ
ウ
。
リ
カ
イ
フ
ノ
ウ
。
〕

「
残
念
だ
っ
た
な
！
」

 
 

薄
れ
よ
く
爆
煙
の
中
、
両
者
は
向
か
い
合
う
様
に
佇
む
。

「
感
情
な
ど
所
詮
は
、
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
起
動
す
る
だ
け
の
キ
ー
で
し
か
な

い
の
だ
よ
！
起
動
し
て
し
ま
え
ば
、
只
の
飾
り
な
の
だ
よ
！
！
」

「
そ
れ
は
違
う
！
！
今
、
彼
女
は
悲
し
ん
で
い
る
！
！
」

〔
彼
女
の
感
情
が
飾
り
だ
な
ん
て
笑
わ
せ
な
い
で
！
今
、
彼
女
は
悲
し
い
顔
を

し
て
る
！
！
〕

「
五
月
蝿
い
黙
れ
！
！
こ
れ
で
最
後
に
し
て
や
る
！
！
」

〔
…
…
リ
ョ
ウ
カ
イ
シ
マ
シ
タ
。
〕

「
―
―
ッ
！
？
ル
ナ
！
こ
っ
ち
も
い
く
よ
！
！
」

〔
わ
か
っ
た
！
！
〕

 
 

そ
し
て
、
互
い
の
最
強
の
一
撃
が
衝
突
し
、
周
囲
が
光
の
奔
流
に
呑
ま
れ

る
中
、
私
達
の
意
識
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
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設
定
そ
の
１
（
前
書
き
）

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
で
す
？
こ
ん
に
ち
わ
で
す
？
こ
ん
ば
ん
わ
で
す
？

今
回
は
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
で
出
て
き
た
武
装
神
姫
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
神
姫
を
紹

介
し
ま
す
。
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設
定
そ
の
１

名
前
：
星
月
　
月

ほ
し
つ
き

ゆ
え

性
別
：
女

設
定
：
武
装
神
姫
の
未
来
を
守
る
闘
い
の
最
中
、
相
手
の
レ
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

と
自
分
の
レ
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
衝
突
の
光
に
包
ま
れ
、
気
が
付
く
と
パ
ー
ト

ー
ナ
の
エ
ス
ト
リ
ル
型
神
姫
『
ル
ナ
』
と
共
に
束
の
隠
れ
研
究
所
に
居
た
。

容
姿
は
、
黒
髪
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
。
瞳
の
色
は
黒
。
身
長
は
１
６
５
ｃ
ｍ
。

名
前
：
ル
ナ

神
姫
タ
イ
プ
：
エ
ス
ト
リ
ル
型

設
定
：
桃
色
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
で
瞳
の
色
は
青
。
マ
ス
タ
ー
は
『
星
月
　
月
』
。

武
装
神
姫
の
未
来
を
守
る
為
、
マ
ス
タ
ー
の
月
と
共
に
闘
い
、
お
互
い
の
レ
ー

ル
ア
ク
シ
ョ
ン
の
衝
突
の
光
に
包
ま
れ
る
。
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Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
（
前
書
き
）

設
定
そ
の
１
に
続
い
て
、
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２
を
連
続
投
稿
！
！
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Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
２

「
一
体
何
な
の
よ
コ
レ
！
？
」

 
 
 

突
然
の
事
態
に
私
【
星
月
　
月
】
は
混
乱
し
て
い
た
。

ほ
し
つ
き

ゆ
え

　
目
の
前
に
は
、
砲
身
の
付
い
た
四
本
足
の
ロ
ボ
ッ
ト
。

　
後
ろ
に
は
、
目
の
前
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
少
し
型
が
違
う
四
本
足
の
ロ
ボ
ッ
ト
。

〔
マ
ス
タ
ー
！
後
方
か
ら
ミ
サ
イ
ル
来
る
よ
！
！
〕

「
あ
ぁ
も
う
！
」

 
 

パ
ー
ト
ナ
ー
【
ル
ナ
】
の
声
に
従
い
、
ス
ラ
ス
タ
ー
を
起
動
さ
せ
て
、
ミ

サ
イ
ル
を
何
と
か
回
避
す
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
勢
い
の
ま
ま
目
の
前
の
砲
身
の
付
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
近
く
。

「
こ
れ
な
ら
！
」

 
 

右
手
に
持
っ
た
《
Ｅ
Ｖ
Ｆ
ベ
イ
オ
ネ
ッ
ト
》
を
ロ
ボ
ッ
ト
の
胴
体
に
向
け

て
構
え
る
。

 
 

僅
か
な
衝
撃
と
共
に
杭
が
射
出
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
胴
体
を
貫
く
。
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「
ま
ず
、
一
つ
！
」

〔
ま
た
ミ
サ
イ
ル
が
来
る
よ
！
〕

 
 

貫
い
た
杭
を
引
き
抜
く
と
共
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
ミ
サ
イ
ル
の
進
路
上
に
蹴

り
飛
ば
す
。

　
ミ
サ
イ
ル
の
進
路
上
に
蹴
り
飛
ば
し
た
事
に
よ
り
、
ミ
サ
イ
ル
の
大
半
は
ロ

ボ
ッ
ト
に
当
た
り
、
残
り
も
そ
の
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
、
辺
り
に
爆
煙
が
立
ち

込
め
る
。

「
ル
ナ
！
標
準
の
サ
ポ
ー
ト
お
願
い
！
！
」

 
 

ル
ナ
に
指
示
を
だ
し
、
リ
ヤ
パ
ー
ツ
の
左
側
に
マ
ウ
ン
ト
し
た
《
Ｌ
Ｃ
３

レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ
ル
》
を
構
え
、
チ
ャ
ー
ジ
を
開
始
す
る
。

〔
ロ
ッ
ク
オ
ン
完
了
！
〕

「
こ
れ
で
―
―
。
」

 
 

ル
ナ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
爆
煙
の
中
の
も
う
一
体
に
標
準
を
合
わ
せ
、

チ
ャ
ー
ジ
が
完
了
と
同
時
に
引
き
金
を
引
く
。

「
ラ
ス
ト
！
！
」
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私
の
攻
撃
は
爆
煙
を
吹
き
飛
ば
し
な
が
ら
、
残
り
の
一
体
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
当

た
り
、
機
能
を
停
止
さ
せ
た
。

「
…
…
こ
ん
な
に
威
力
あ
っ
た
っ
け
？
」

〔
ま
ぁ
、
チ
ャ
ー
ジ
し
た
ぶ
ん
威
力
は
上
が
る
け
ど
…
…
、
コ
レ
は
ち
ょ
っ
と

…
…
〕

　
私
達
の
目
の
前
に
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
状
態
は
と
言
う
と
…
…
、
攻
撃
が
当
た

っ
た
所
が
丸
々
消
し
飛
ん
で
い
て
、
右
半
分
が
な
い
状
態
な
の
だ
。

　
お
か
し
い
、
今
ま
で
チ
ャ
ー
ジ
し
て
も
此
処
ま
で
の
威
力
は
無
い
は
ず
…
…
、

も
し
あ
っ
た
ら
神
姫
バ
ト
ル
は
等
に
無
く
な
っ
て
い
る
。
っ
て
か
、
私
達
は
何

体
も
の
神
姫
達
を
葬
っ
た
事
に
な
る
か
ら
ヤ
ダ
。
絶
対
ヤ
ダ
。

「
と
り
あ
え
ず
、
無
か
っ
た
事
に
し
よ
う
…
…
。
う
ん
、
そ
う
し
よ
う
。
」

〔
現
実
逃
避
は
駄
目
だ
よ
。
向
こ
う
か
ら
ま
た
同
じ
の
が
来
る
け
ど
ど
う
す
る

？
〕

　
ル
ナ
の
言
う
通
り
、
薄
暗
い
通
路
の
向
こ
う
か
ら
幾
つ
の
も
赤
い
光
が
此
方

に
向
か
っ
て
く
る
。

〔
と
り
あ
え
ず
、
チ
ャ
ー
ジ
完
了
。
〕

「
も
う
ヤ
ダ
！
お
家
に
帰
り
た
い
の
！
！
」
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そ
う
叫
び
な
が
ら
、
チ
ャ
ー
ジ
の
終
わ
っ
た
《
Ｌ
Ｃ
３
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ
ル

》
を
ロ
ボ
ッ
ト
の
大
群
へ
と
放
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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